
１．生活交通ネットワーク計画【対象期間：平成２７～２９年度】の策定、及び事業評価

　・生活交通ネットワーク計画（フィーダー系統の３ヵ年の運行計画）を策定する。⇒議事(６)

　・本年９月末に運行から１年が経過する平成２６年度計画分について、事業評価を行う。

　　生活交通ネットワーク計画に「確保又は維持が必要な運行系統」として記載されて

　いるフィーダー系統（補助対象地域間幹線バスに接続する新たな公共交通）は、生活

　交通ネットワーク計画が国の認定を受けられた場合、１年度の運行(10月～9月)後の

　運行事業者から国への補助申請により、運行経費の赤字分の一部が国庫補助金として

　運行事業者に交付される。

  　平成２６年度 本庄市交通政策協議会 事業計画（案）

シャトル便

デマンド交通

朝日バス

２．はにぽん号・もといずみ号、はにぽんシャトルの運行について検証、見直しを実施する。

⇒報告事項(２)アンケートの結果を反映。

３．協議会スケジュール

平成２６年５月２１日(第１１回協議会、本日開催)

平成２６年１０月中旬(予定)

平成２７年１月下旬(予定)

デマンド交通

朝日バス

資料２



１　歳入 単位：千円

款 項 目 予算額 説明

１　補助金 １　補助金 １　補助金 0

２　交付金 １　交付金 １　交付金 191 本庄市交付金

３　繰越金 １　繰越金 １　繰越金 0

４　諸収入 １　諸収入 １　雑入 1 利息

192

２　歳出 単位：千円

款 項 目 予算額 説明

１　事務費 １　会議費 １　会議費 100 ・旅費

２　事務費 １　事務費 92
・需用費
・役務費

192

平成２６年度 本庄市交通政策協議会 歳入歳出予算（案）

合　　　　計

合　　　　計


